
筆の取扱いについて  

  

このたびは、一休園の製品をお買上げいただき、誠にありがとうございました。  

皆様に楽しく書作していただくために、お買上げいただいた筆を永く良い状態でお使いい

ただくことができるように、このしおりを参考に取り扱い、お手入れなどしていただけれ

ば幸いです。  

  

正しい使い方で筆との末永いおつきあいをお願いいた

します。  

  

【筆のさばき方】  

1） 柔らかい羊毛筆は根元まで全部おろします。  

・糊固めしてあった筆は水で洗って、糊の粘りを取り去ってから墨を含ませると滑らかに書く

ことができます。  

2） 剛い毛の太筆は全体の 2/3 までおろして使います。  

3） 細筆は 1/3 から半分までおろして使います。  

<ご注意> 硯の上でゴツゴツと穂先をくだかないでください。  

筆の先端を歯で軽く噛んで柔らかくもみほぐしてから墨をつけるとうまくいきま

す。  

  

【筆のしまい方】  

1） 根元までさばいた筆は根元をしっかりと水で洗って、墨をなるべく残さないよ

うにしてから水を切り、形を整えて筆架などにつり下げ、完全に乾いてからし

まいます。  



2） 途中までさばいた筆は布か紙で墨液をしぼりとってから水をつけた紙などで墨

を拭き取るか、使った所まで水を含ませて布か紙で拭き取り、形を整えて乾か

してからしまいます。  

3） 細筆は布か紙で墨を拭き取って、形を整えてからしまいます。  

・ 細筆を水で洗って糊がとれてしまうと形が崩れて使いにくくなりますので、弊社ではお勧

めしておりません。  

  

  

【 ご注意 】  

① 液体墨をお使いになった後は、墨液が残らないように良く洗うことをお勧めいたしま

す。特に細光鋒や宿浄陳羊毫などの高級羊毛筆の場合は、大切な毛のキューティクル

に化学成分が残って毛に悪い影響が出ることがありますので、筆の根元に残った墨液

をていねいに洗い落としてください。  

② 筆を洗うときには水で洗ってください。洗剤やシャンプーなどは毛を痛めることがあ

りますのでご使用にならないでください。  

③ 『太筆の毛先が割れて困る』というお問い合わせの原因にはいろいろな場合がありま

すが、軸と穂首の付け根の部分に墨がたまって固まっていることが多いものです。筆

をご使用になった後は時間をかけて、毛の根元の墨液を完全に洗い落としてから形を 

整え、筆架などに吊り下げて直射日光の当たらない場所でしっかり乾かしてくださ

い。  

  

【 お願い 】  

筆の製作には十分注意して作業しておりますが、万一不具合な点がございましたら、お手

数ですがお買い求めになられたお店にお持ちいただくか、直接弊社にご連絡いただきます

ようお願い申し上げます。  
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